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教 師 の 学 習

内 田 倖
士
旦口

私 も旭 川 に来 て も う5年 にな ろ うと して い る。 本 学 の

学 年 進 行 は本 年 度 で 完結 しよ うと して お り、一 方 で は ま

た新 しい 事態 に直 面 して第 二 の創 設期 を迎 えよ うとも し

て い る、赴 任 以 来 の5年 間 は以 前 の経 験 か らす る と信 じ

が た い程 多 くの 研 究以 外 の 事柄 につ いて 学 習 を余儀 な く

された とい う感 じが強 い。 そ れ は入学 試験 、建 物 作 り、

規 則 作 り、'組織 作 り、銭 勘定 、 カ リキ ュ ラム作 り などで

あ る。 そ れ らにつ い ての 現 実の 寄 与 は極 め て僅 か で あ っ

たの だ が 、中 で もカ リキ ュ ラム作 りと その実 現化 には最

も真剣 な学 習 を余儀 な くされた。いまわず か に離 れ て その

軌跡 をふ りかえる時 間 を得 た が、30年 前の私 の初 心 を振 り

返 って、研究 生 活 だ けを考 えて この道 に入 った こ と を思 う

な らばい ささか荘 然 とせ ざるを得 ない。勿論 、研 究 至上 主

義 を称 えて砥 な研 究成 果 もあげられ ないと汗顔 の至 りだ か

ら、そん な主張 を して以 上 にあげた もろ もろ の事 に協 力 し

ないなどとは初 めか ら毛頭 考 えなかったの は事 実で ある。

25-30年 前 、私 が大 学 で教 育 を うけて い た頃 の教 授 達

は 「研 究 と教 育」 と言 い慣 らわ して いた 。研 究 して い る

自分 とその 成 果 を学 生 に見 せ る こ とが即 ち教 育 で あ る、

との 考 え方 で あ り、事 実 わ けの わ か ら ない こ と を一 人 壇

上 で しゃべ り、 その ノー トをF宿 に帰 っ て読 ん で も ち っ

と も判 らな かっ た記 憶 が 多 い。現 在 はむ しろ 「教 育 と そ

して研 究」 と表現 され るの が適 当 だ と、私 の亡 くな った

先 生 が8-9年 前 に述 べ て お られ た。 ここ15年 位 の私 の

経 験 か ら考 えると昔 の ように 「研 究 と教 育」 と表現 出 来 る

の は 大学 院 学生 以 上 を対 象 と した場 合 に限 られ る様 で も

あ る。 その 一っ の 実験 的 証 拠 は大 学 教授 の 月給 が その 人

の 卒 業年 次 によ るの で あ って研 究 業 績 に よ るので は ない

と い うこ とだ ろ う、 従 っ て 月給 分 だ け働 くとい うこ と に

限 定 した と して も、 好 む と好 ま ざる と に拘 らず 、教 育 と

その成 果 を真 剣 に考 え させ られ る。 ア メ リカのMITの 教

師 必携 と副題 の つ いたyouandyourstudentsな る小冊

子 や ダ ー トマ ス 医 科 大 学 のcollegeBulletinな ど を読

ま ざる を得 な い現状 で あ る。

小 冊 子 の 中 に次 の様 な こ とが述 べ られ て い る。 教 育 の

過 程 は教 師 と学 生 の一 種 の チ ー ム ワー クで あ る。 教 師 の

資 格 は相 手 を動 かす指 導 力、教 え よ うとす る意 欲 、 教科

目 に関 す る知 識 、近 接 す る他 分 野 との関 係 に関 す る知識

及 び知識 を意 義 深 く生 きた もの と して学 生 に伝 え る能 力

を持 っ こ とで あ る とな って いる。 一 方学 生 の資 格 は学 ぶ

能 力 と学 ぼ うとす る意 欲 が ある こ と とな って い る。 チ ー

ム ワー クだ か ら両 者 の資 格 充分 と い うと こ ろで教 育過 程

が無 事進 行 と な るの は 論 を また な い所 だ が、教 師 必携 と

称 え るだ け あ って 前者 に対 して厳 しい 。 そ こに述 べ られ

てい る資格 を 考 える と例 年 に な く菩い 夏 の最 中 な が ら、

汗 の ひ く思 いで あ る。 この小冊 子 には そ のほ か 、学 習 の

目標 、授 業 の や り方 、 試験 の 意味 とや り方、採 点 と評価 、

カ ウ ンセ リ ングのや り方 な どが 事細 か に述 べ られ てお り、

ア メ リカ の一 流 大学 の教 師 に も教 育 に 対 す る認 識 と学 習

を余儀 な くせ しめ てい る。 この内 容 を拳 々服 麿 しない と

ど うな るかは 書 いて ない ので判 らない が 、学 生 に よ る教

師 の評 価 とい うの があ るの で うっか り出来 な い こ とは事

実 で あ ろ う。

現 在 、 日本 の理 科 の 学生 も学校 教 師 の免 許 証 をも ら う

ため に教 育 学 の 単位 を とった り、教 生 とな って実 習 に行

った り してい る。 私 は そ ん な単位 を とっ た こ とは ない 。

この 様 に 考 えて くる と医学 教 育 と その結 果 を真剣 に 考 え

てい る人 々 に較 べ て私 は な 一一rの 学 習 を 要求 され るの

で は な か ろ うか 。 そ こで私 自身 の学 習態 度 を反 省す るな

らば 、昔 うけ た 方法 を学生 も昔 と同 じ とい う事 実無 根 の

想 定 の もと に繰 り返 して い るの か も知 れ な い。 この 態 度

は 実験 科 学 をや って い ると 自rr_す る私 に と って 自己 矛 盾

とな る。事 実 の観 察 とそ の整理 、認 識 、 それ に対す る解

決 方法 の 考按 は研 究 遂 行 ヒも必 須の こ とで あ り、教 育 面

で も同様 で あ ろ う。 そ れ な しに は 、い ず れの 面 で も成 果

は あ げ られ ない 。

教育 の 目標 を考 え るな らば 、 その 対 象 が学 部 学生 で あ

ろ う と、 大学 院 学生 で あ ろ うと、若 い研 究 者で あ ろ う と、

は た また研 究 者 で あ る と自任 して い る私fa身 を私 が教 育

す る場 合 で も、 最 も大 切 な こ とは問 題 解決 能 力の1函養で

あ る と 考え る。 だ とす るな らば 「研 究 と教 育 」 と表現 さ

れた 往 昔 も、 「教 育 とそ して研 究 」 と表現 され ると した

現 在 も大 きな相違 は ない と も思 われ て くる,,こ の 文 章の

結 論 な どは勿 論 な い。 ここ まで の導 き方 は 大変1畠寧 さ を

敏 い て い る事 も認め る こと にす る。 一方こ こ まで きて、

大学 が 出 来 る前 、北 大本 部の 暖 房の ない 寒 い 部屋 で 当時

創 設 準 備室 長 であ った 山 田先 生 との 議 論 を思 いだ す。 教

育 と研 究 に い か なる比 率 で労 力 を配 分 す べ きか につ い て

幾 時 間 か 言 い合 ったの だ が 、私 の研 究75%論 は;`fiの50

%論 に お し き られた。5年 間 をふ りか え って み る と 文頭

に述 べ た 様 に研 究50%以 ドに譲 歩 させ られ たの が現 実の

様 に も 見 える し、 い ろい ろ な段 階 での 教 育 のll標 を 考え

るな らば ど うで も よい議 論 で あ った よ うに も思 え る、、い

まは なつ か しい。

(イヒ「t:孝文手受)
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最近 の 世相 は 数1μ畳〔至Ln義 的 傾向 が強 い。 数値 とい う

の は少 し観 点 を変 えて 算 出す るだ けで 全 く異 な ・)た意味

を持 ち得 る こ とは 日頃 良 く経 験 す る と ころで ある。 悪 い

こと にマ スコ ミが あ らゆ る数 値 を金科E条 の 如 くに掲 げ

報道5.る ため 、社会 に ・種 の ケ イaス を もた らす こ とが

少 な くな い,

新設 医 大(医 学 部)の 増 設 をみ る に、昭 和 四1-fr.に

秋 田 大学医 学 部 、北 里大 学医 学 部 、杏 林 大学 医 学 部 、川崎

医 科 大学 の四 校 が設 置 され る まで 、Pall一六校 で あ った 医

学 部 が、 わず か8年 間 に 一挙 に ヒ ト数 校 に まで 増加 した

最 大の理 由は 、"国 民 何 人 に医 師 が何 名必 要で あ る"と

した欧 米 諸国 の数 値 を その ま ま鵜呑 み に して 、机 トのt

算 だ けか ら割 り出 され た ため も 多分 にあ るもの と思 われ 、

目本の 医療 の 実態 や地 方都 市の 実情 な どは あ ま り考慮 さ

れて い ない、、

大学 受験 に して も偏 差値 と かい う耳慣 れ ない数 値 によ

り、i:u7,c.r-一校 の 選択 が左 右 され る こと があ ると聞 く。

医学 部 を志 望 す る受験 〆髭の 中 には 、医 師は 自由業 で 、

経 済的 に安定 し、 しか も社会 的 にも尊 敬 を受 け るとい う

実 利 と 名誉 を同時 に得 られ る とい う理 由 や、 更 に 自分 は

医 学 が本'1iは 好 きでは ないの だが 、医 学 部は 偏 差値 が高

いか ら医 学 部 を受験 す る とい う傾 向 も あ ると聞 く、,

毎 年 春に週 団誌 を に ぎわす 、 高 校別 有 名大学 合格 者 数

覧 や、 高校 別 医学 部 合格 者数 一覧 な どは この傾 向 に…

層 の拍 車 をかけ 、 本 人の 希望 や 家庭 の環 境は 無視 され 、

高 校 の 名誉の た め の犠 牲 とな った 秀 才高 校生 の姿 をみ る

よ うで何 とも傷 ま しい、,

舗差 値 とマ ス コ ミに振 り廻 され て い る一面 を垣 間み る

楚!、い がす る。

数f直至1注 義 的1ヒ頁向 は臨 床 医 学 の分 野 で もみ られ る。

最 近 は臨 床検 丁一技 が発達 し、 か な りの 検査 が 検査 用紙

の 必 要 な箇所 に印 をす るだ け で 可能 で あ る。

臨床 検 査の 発達 に よ り診 断 技 術 が飛 躍 的 に進i歩 した こ

とは事 実 で あ り、医 学 が医科 学 と して の 体裁 を一一段 と整

えた こ と も事 実で あ る。 しか し反 面、 医 学 の 自然 科 学 と

して の面 が強 調 され 過 ぎる余 りに、 少 なか らず 混 乱 して

い る場 合 もあ る よ うに思 える。

臨床 検 査の 正 常値 は あ くま で平 均値 で あ り、 多 くの 経

験 か ら割 り出 され た 大切 な一 つ の 基準 で あ る こ とは事 実

で ある が、患 者の 訴 え をよ く聞 き、患 者 をと っ く りと診

るよ りまず検 査 とい う傾 向 は 、"病 人の 医 者 とい うよ り

病 気 の医 者"と なる危 険性 も 包含 して い る。

偏 差値 に惑 わ され て医学 部 を選 ん だ医 学 生 と い い、臨

床 検 査 成績 至 ヒ主義 的 医 者 と いい 、 もと も と自 分達 が作

り 上げ た数 値 に頼 り過 ぎ る余 りに 、医 者の持 つ 人 文的 面

を忘 れ 去 った 、基 本的 部 分 が欠 落 した医 師 と云 わ ざ る を

得 ない 。

来 年 度卒 業 す る 一期 生 の諸 君 に は 是非 この こ と を心 深

く銘 記 して ぼ しい。

臨 床 医学 の 面 で は この よ うに検 査 デー ター を重 視 し、

患 者の 人 間性 が膨大 なデ ー ターの 谷 間 に忘 れ 去 られて 処

理 され るの を ア メ リカ的医 学 とい う呼 び 方が あ る と聞 く,

現 在 の 目 本の 医学 教 育 者の 多 くは戦 後 ア メ リカ に留 学

して 、 所謂 ア メ リカ的 医学 を身 に つ けた 者 が 多い か らで

あ ろ うが、 現 在 ア メ リカで は専 門 分野 に細 分 化 され過 ぎ

た臨 床 医学 の 隙 間 を埋 め るホ ーム ドク ター の育 成 に懸 命

で あ る。 高 い水 準 に達 した医 科 学 者 とは 別 に 、 も う少 し

分 り易 い 人間 的 な一一般 の お医 者 さん を育 成 す る プ ラ ンが

真 剣 に考慮 さ れて い る。

日本 の医 療 体 制 の中 で もこの よ うな お医 者 さ ん が求 め

られ て は いる が、 こ うしたJJ医 者 さんの 育 成 に あた る指

導 者 が現 在の 医育 機 関 で は育 ちに くい。

医 育 機 関 だ けで な く医 学 界 全 体 の 大 き な 課題 で あろ

う。(皮 膚科 学 講座 教 授)
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第4回 医 大祭 は 去 る6月15日(木)か ら6月18日(目)

の4日 間 開 催 され、17口 ・18日 の 市民 開 放 日 には 、5,000

名 を越 え る市民 の 観 覧 を得 る こ とが で き、好 評 の うちに

その幕 を閉 じま した 。

今回 の 医 大祭 で は 、医 学 展 の よ うな伝統 あ る企 画 に加

えて、 サ ー クル が中心 と な って新 しい企画 が実施 され 、

一層の盛 りr _が りが 計 られ ま した。

関係 学 生 諸君 の協 力 に よ り、医 大 祭 の概 要 及 び 今回 初

め て企 画 された ス ポ ー ツ医 学展 につ い ての レポ ー トを得

るこ とが で き ま したの で 御 紹 介 します。(学 生 課)

医 大 祭 をふ り返 って
相tYl光 宏

「翔 び たた ん ,い ざ!一 研 ぎす まされた 力を携 えて 一 」

をテ ーマ に 、6月 ユ5日(木}か ら4日 間 に わた って催 され

た 第4回 医 大 祭 は、 前3回 の学 祭 を上回 る成 果 をあ げ、

大盛 況 の うちに その 幕 をと じま した。 これ も、 全学 生 が

「今 年 で6学 年 全 部が そ ろ い旭 医 大 も 名実 と もに… 人 前

の 医 科 大学 とな る年 を迎 え た。」ことを 自覚 し、各個 人 が

それ ぞ れの持 ち場 で 奮 闘 した 結 果 で あ ると思 い ます,,

まず 、10H'f:)に 整 形外 科 の 原 田助 教授 を迎 えて行 な わ

れた 学生 向 け講 演 会 で は、80余 名 の参 加 を得 、 こ うい う

機 会 な らで はの 非 常 に興 味 あ るお話 を して いた だ くこ と

がで きま した。 また 、15日 休)の前 夜 祭 で は、21組42人 と

い う 多数 の 参加 者 によ って 行 な わ れた ボ ー トレー スや 、

の ど自慢 な ど新 しい 企画 が盛 り込 まれ 、 あの広 い常磐 公

園 が 今 まで に ない盛 り一Lがりに包 まれ ま した、16目 命 の

ソ フ トボ ー ル大 会 も、 史L最 高 の44チ ーム もの 参 加 で ポ

ば ら しい 大会 とな り、学 生 相互 、 さ らには教 職 員 との親

睦 をはか る一Lで も大 き な意 義 を もつ もの だ った と いえま
『5

。 また 、 各サ ー クル も今 回の 学 祭 では 積極 的 な取 り組

み を 見せ 、 サ ッカ ー部 の ス ポー ツ医学 展 、硬 庭 部 の初 心

4

者講 習 会 、 自動 車 部 の ブ イギLア 大 会 な ど、新 しい試 み

が数 多 くな され、写 真展 、美 術 展 な ど と合 わせ て 、 年に

1度 の サ ー クル活 動 の発 表 の場 と しての 学祭 の位 置 づ け

も確 立 して きた と言 え るで しょ う。 さ らに は、 医 大祭 の

特 徴 で あ り、市 民 の興味 の 中心 で も あ る医 学 展 につ いて

も、 親 切 な説 明 が好 評 を呼 び、医 学 溝演 会(森 山医 師 会

長 、 黒 田教 授)と と もに、 医 学知 識 の 普及 とい う意味 か

ら も ト分 に市 民 の期 待 に応 える こ とが で き ま した、、また、

日頃忙 しさ にか ま けて 見落 と され が ちな旭 川 医 大の将 来

につ い て、道 北 の 医療 の現 状 につ い て とい)た 問題 に も、

執 行 委 員会 、 医療 研 究会 の取 り組 み や 、 卒後 を考 え る討

論会 な ど を通 じて考 える機 会 を与 え られ た 人 も 多い こ と

と思 い ます 。 そ して 、最 後 の デ ィス コバ ー テ ィー と して

企 画 され た 後夜 祭 も、前 回 ま での後 夜 祭 を圧 倒 的 にL回

る約200名 とい う参 加者 を集め 最 高の 盛 り ヒが りの 中で

の閉 幕 とな りま した。 一一一般 公開H2日 間 で の 入場 者数 は、

5,400名 を超 え、第1F司 か ら3,000、3,400、4,500、5,400

と順 に増 え て い る数 を見 て も、医 大祭 が旭 川rff民 の中 に

年 々確 実 に定 着 して きて い る こと が うか が え ます。

この よ うに 多 くの 成 果 をあ げた第4回 医 大祭 で した が

反 省 点 と して その準 備 の段 階 で の討 論 が 少 なか った とい

うこ とが挙 げ られ ます 、,実行 委 が4月 に な って か ら機能

し始 め た と い うこ とか ら準 備 期間 が短 か か った トに、 昨

年 度 の学 祭 の 総括 が不 卜分 だ った こ とも あ り、 卜分 な 反

省 に基 いて ト分 な意 義討 論 を重ね 質 的 発展 をめ ざす とい

う 手順 をふ む こ と がで きなか った の は残 念 で した,,今 年

は次 同へ の 引 き継 ぎ をスム ー ズ に しよ うと 考 えてい ます

が 、 と にか くマ ンネ リ化 を防 ぐ為 に も 「第1回 医 大 祭 開

催時 に於 け るよ うに学祭 の意 義 を確 か めあ っ た ヒで 、6

学年 をも含 め た全 学 的盛 りLが りの 中 での 医 大祭 開催 」

が 、次 回 の 課題 で あ る とい え ま し ょ う。

(第4回 大 学祭 実 行 委 員長)
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スポーツ医 学 展 を企 画 して
堀 毛 清 史

人類 は数10万 年 来続 けて きたk筋 肉的 な労働 を ここ数

10年 で小 筋 肉的 な もの に変 え 、 その結 果、 日常 生 活 に お

け る筋 肉 活 動の 再編 成 を迫 られて い る。

運動 が 人間の健 康 にと って有 益 で かつ 必 要 な もので あ

る とい う事を、 我 々は 経験 的 に、 あ る いは 本能 的 に知 っ

ている,、実際運 動 を行 う事 に よ り爽快 さ、充 実感 、連 帯

感 など をII_f,r、よ り健 康状 態 が高 ま った、 と感 じ る。

だ が気 分 が良 くな った とい うだ け で、 本 当 によ り高 い

レベ ルの健 康状 態 にな って い るの だ ろ うか?そ して運 動

が健 康 を もた らす の な らば 、 どの程 度 の どの 様 な運 動 が

最 も効 果的 なの か?こ れ らの 疑 問 に答 える ため には 経 験

と同時 に 「科 学的 な裏 づ け」 が 必要 で あ る0

実際 、我 々はマ イナ スの 影響 を与 えか ね ない環 境 か ら

の刺 激 に絶 えず出 会 っ て い る。 こ れに対 して 人 々は 不安

を感 じ、 やや もす る と闇 雲 に立 ち向 か お うとす る。 この

よ うな現 状 の 中 で、 我 々 は運 動の 重 要性 を理 論づ け 、具

体 的 に実践 へ結 びつ け る必 要性 を強 く感 じるの で ある。

運 動 と医 学 の関 わ りは、 般 人の 健康 増 進以 外 に病 気

の 人の運 動 療法 、 スポ ー ツマ ンの た め の医 学 と い う点で

も重 要で あ る。

日本 に おい ては や た ら 「根性 」 が幅 を きか し、 そ れで

全 てが解 決 す るか の 様 に振 るま って い る者 が い る。 また

少 しで も強 く負荷 をか け る と 力がつ くと思 リて い る人 も

い る.ト レーニ ングは 多くの 人 が これ まで か か って築 い

て きた経験 に よ る もの と科 学的 根 拠 に基 い て こ そ効率 的

な もの がで きる、、こ れ ら を無 視 して 「根性 」 だ け で練 習

して も決 して勝 利 の栄 光、 成長 の 喜 び、 スポー ツ の楽 し

さは 得 られ ない 。 こ れ らの事 を 自覚 しつ つ 、 自信 をも っ

て積 極的 に練 習 に打 ち込 む の とEか ら言 わ れて仕 方 な く

す るの との違 い を考 え るべ きで あ ろ う。

繍

灘
灘

糊ー
轟

灘
縦

翻

皇
運 動 に 対す る正 しい認 識 と 、 スポ ー ツ を愛す る心 、そ

れ らを 力に我 々は 国 民 の健 康 を守 り、 高め て い く者 と し

て 行動 を起 こせ る.実 際 に ど うす れば 少 しで も 多くの 人

が よ り良 い健康状 態 を獲 得 し、運 動 の 喜 び と向r.、 成長

を得 る「拝がで きるの か 考 えて い こ う.

運 動 を余暇 に行 うの では な く、生 活の 中 に組 み 入 れて

い こ う、,共にロヰぼ うo「Sportsforall」 と.グ

(ス,_ツ 医 学展 実行 委員 会(サ ッカ;;;責 任 者 〉
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「第25回

北海道地区大学体育大会

第25回 北 海 道 地 区 大学体 育 大会 は 、北 見工 業 大学 が当

番校 とな り、7月15日(t)か ら7月17日(月)ま で の3日 間 に

わた り、 全道40大 学 約3600名 が参 加 して、 北 見 市内 の 各

競技 場 で熱 戦 を繰 り広 げた。 本 学 か らは、8種 目(女 ∫・

弓 道 は オ ー プ ン種 目)に100名 が 参 加 した 。

本 大 会は 、 準硬 式 野 球 部、 バ レー ボ ー ル部 がベ ス ト4

に、 バ スケ ッ トボ ー ル部 が地 区 体 で初 め て の決 勝 トー ナ

メ ン ト進 出 、 剣道 部門 の個 人 戦 で1年 の 原 隆志 君 が諸 先

輩 を相 手 に堂 々の3位 入賞 等 、 全種 目 に善 戦健 闘 、 総 合

成績(男 子の 部)で 参 加40大 学 中13位 で あ っ た。

各種 目(団 体 戦)の 成績 は 次 の と お りで あ る。

準 硬 式野 球1回 戦 旭医 大16-7旭 教 大

2回 戦 旭 医 大3-2釧 教 大

3回 戦(準 決勝)道 自短6-5旭 医 大

バ ス ケ ッ トボ ール

〔予選)旭 医 大85-71北 工 大

旭 医 大91-82道 工 大

(決 勝)1回 戦 札教 大87-72旭 医 大

バ レーボ ー ル

(予 選)旭 医 大z-o帯 畜 大

(決勝)

瀞承

』
1回 戦 旭医大2-0

2回 戦 旭医大2-0

3回 戦(準 決勝)北 学園

卓 球(予 選)道 工 大3-0

旭医 大3-0

X

柔道1囲 戦

剣道(予 選)

専修短

北{1大

2…1

旭医 大

道都 大

決 勝 トーナ メ ン ト進 出 道 工大

函教大

旭教大

旭医大

z-z

(代 表)

4-3

4-`L

旭医大

旭医 大

北星園

※ 、決勝 トー ナ メ ン ト進出 旭 教大

禰1

劃.

旭医 大



弓 道 〔男j)12大 学 中 、11位

〔女r-)6大 学 中 、4位

欝

(斗≧昼三6果)

織

灘

バ レーボ ー ル部

ヘ ヤ警 輝くノ

腔楢　欝
第21回 東医体 夏 季 大 会は 、 日本医 科 大学 がL管 大学 と

な り7月20日 か ら都 内 の会場 を中心 に若 さ あふ れ る熱 戦

が始 まっ た。

7月23日 バ ドミン トン(東 海 大学 体育 館)観 戦 。男 子

は順 天 堂 大学 を破 り2回 戦 へ進 出 。2回 戦 の相 手は 強豪

岩r医 大 、 食い さ が り及ば ず敗 れ る。 女f一は独 協 医 大 に

完1{気、柔道 では 大 木康 生君 が個 人戦 重量 級 で 堂 々3位 。

7月24日 今iIの 観 戦 は準硬 式野 球 。11「11戦埼玉 医 科 大

学 を7x-0の コ ー ル ドで退 け る。福 島 大会 に続いて 今 年

も好 スター トを切りた。 球 場 を後 に弓 道 会 場 へひ き返 す。

明 治神 宮 至誠 館 に 着 く と、 こも う1本 こ こ射 こ と威 勢 の

いい かけ 声 が とび か い、 団体 戦 前 半の 射技 中 だ。 わ が医

大は72射 中36中 で 第4位 、 明 日の追 いEげ を期待 。

7月25日 弓 道 会場 へ 。 明治 神宮 の森 の 木 々 にす っぽ り

と囲 まれ 、す ば ら しい環 境 と 会場 で後 半の射 技 の真 った

G

だ中,・ …… 「的 に中 て るの は ほ ん と うに難 しい」 とつ ぶ

や きが き こえた 、 後fa一 歩後 退 した が120射 中56中 で

5位 と頑張 る,、

7月26日 弓道 個 人戦 で、3年 高 橋 真理fさ ん が射 技 優

秀賞 を受 賞 、準 硬 式野 球 は 、打 倒 旭川 と雪 辱 に燃 える筑

波 大学 をz…1で 退 け る.,

7月27日 い よ い よバ レーボ ー ルの 開始 、、1DII戦 東海 大

学 を軽 く.一蹴 、身 長 差 と技 術 力で相 当い け る とい う感 じ

を持 った 、 その後 は 期待 通 り、 対戦 相 丁を撃 破 し、昨 年

に続 き2年 連続 優 勝 ・全医 体 出場 の 快 挙 を成 しとげ たJ

(対北大)4回 表 スクイズ失敗!3塁 走者 タ ッチアウ ト

昨 日、昭 和 大学 を接 戦 で ドし準 決勝 に進 出 した準 硬 式野

球 は 、北 大藤 井投 非の カー ブ を打 て ず0-3と 完 敗 した、,

〔総評 〕 今年 は、 各 クラ ブの 活躍 が 円立 っ た。 全学

年 が そろ い練 習 量 、 方法 とも に充 実 させ て きた結 果が 実

りは じめ た と思 う。 バ スケ ッ トの ベ ス ト4、 陸 上競技 は

1年 小 黒 君 三段 跳2位 、 走 高跳3位 、3年 稲 尾君 は円盤

投3位 と頑 張 り総 合6位 、空 手道Lし てベ ス ト8、 サ

ッカー1回 戦突破 、硬 式 庭球 は男 子 が 階敗 した が 、 女 ヂ

は東 大 を破 る。12種 目 に205名 が参 加 した 暑い 大 会は 、

(個人戦射技)1無 我、冴 えた心」

総 合 成績33得 点17位 で幕 を閉 じた 。

燃 えた ぎる情 熱 が静 か に収 束 し、厳 しい冬 を く ぐりぬ

け て、 来 夏 は どん な 炎 を燃 やす かた の しみ だ 。

(学 生 課)

0



サ ー クル活 動 関 係 セ ミナ ー
昭 和53年 度 サ ー クル活 動 関係 セ ミナ ーは 、 ラ グビ ー部 、

卓球 部、 ス キー 部 、剣 道 部 、硬 式 テ ニ ス部 等、13サ ー ク

Jレの代 表 者のtf;席 を得 て 、去 る6月7日(水)午 後1時

か ら第5講 義 室 に お い て開催 され ま した。

本 セ ミナ ーは 、サ ー クル構 成 員が救 急 処置 につ いて 必

要な知 識 を得 る とと{、に、 サ ー ク ル活 動 及 び課 外活 動施

設等 につ い てサ ー クル相 互 及 び各 サ ー クルと学 生 課の 相

互理 解 を深 め る こと を 目的 と した もので す。

セ ミナー では 、 開会挨 拶 の後 、 サ ー クル代 表 か ら趣 旨

の説 明 があ り、 引 き続 き 「サ ー クル 活動 の 諸 問題」 と題

して 各サ ー クルの代 表者 に よ って討 論 が行 わ れ、主 と し

て課外 活 動施 設 につ いて 、〔1)体育館 の床 の改 修 、② サ ッ

カー ゴール 前の 基準 点 の改 修 、(3)野 球 場 の整 備 、(4)移 動

式 ベ ンチ の配 置 、(5)武 道場 の 新 設 等23項 目に わた る 要望

が ま とめ られ、 午後2時20分 か らの学 生 課 との 懇談 会 に

提 出 され ま した 。

懇談 の 後 、学 生 課 か ら 「附 属 病院 の利 用 の仕 方」と 「課

外 活 動関 係施 設 の 利用 」 と題 して、(1)健 康 保 険証(又

は遠 隔地 被扶 養 者証)と 印章 の携 帯、(2)合 宿 研修 所 の 利

用促進 及 び体 育 館更 衣 ロ ッカ ーの 定 期清 掃 につ いて説 明

が あ り、休 憩 をは さん で、 ス ポ ー ツ外 傷 の種 類 、 原因 、

t防 に つい ての 講 演 が行 わ れ ま した 。

講 演 では佐 藤 邦忠 教 官(整 形 外 科 学講 座)か ら、打 撲 、

捻 挫 、骨 折 、脱 臼、 こ む ら返 り等 の 項 目毎 に ス ラ イ ドを

使用 した説 明 が行 わ れ 、 また トレー ニ ン グ方法 と しての

兎 飛び の問 題点 や 、 スケー トで 切断 した指 の縫 合 事例 が

述 べ られ ま した、,

本セ ミナー は他 の 行 事 との 関係 ヒ、 十分 な準備 期 間 を

設 け るこ とが で きな か った こ とも あ り、 多分 に試 行 的 な

もの とな りま したが 、 参加 した 各サ ー クルの 責任 者 か ら

は 、 トレーニ ン グ法 に つ いて の講 演 や救 急 処置 につ い て

の実 習 を望 む声 も 多 く、 これ らの要望 がサ ー クル間 で取

りま とめ られ 、次 回 以 降の 企 画 に反 映 させ る ことが望 ま

れ ます 。

(学 生 課)

、研.

■ 解剖学第二講座 ■ 加 地 隆

本研究室 の中心テーマは脳の中 にある松 果体 とい う臓

器の構造 と機能の解明で ある。形態学でありな がら構造

の動態 を計量的 に追究す るのが本研究室 のユニー クな点

である。松果体は インドールア ミンを多量 に含む内分泌

腺 で、その活動は光刺激 によって影響 をうけ、著 明な日

内 リズム を示 し、頚部交感神経 からの神経終末がその調

節 に重要な役割 を演ずることが明 らかに され、我々も形

態学の立場 からこれ らの発展 に寄与 して きた。 しか しな

が ら松果体 の電f顕 徴鏡 レベルでの構造 あるいはそのホ

ルモンが何 でどこにどの ように作用 しているかな どまだ

不明な点が 多く、胸腺のつ ぎに解明 されるぺ き謎 は松 果

体 であると注 目されている。

松嶋教授 は研究の虫で、最初の頃は朝7時 か ら夜7時

まで、今は来られ る時間は1時 間おそいが帰 られ る時間

も1時 間おそ く依然と して毎 日びっしり陣頭指揮 で研究

室 を引張 っておられる。教授 は松果体の電顕の草 分けで

その電顕写 真は留学先のReiter教 授 が思 わず写真 にキ ソ

スをした程の美 しさである。留学中の仕事、けっ歯類松

果体の微細構造 を続 ける 一方、松果体の交感神経終末の

日内 リズムおよび種々の実験条件下での変化、 また最近

では松果体細胞の微細構造の変化 を寒冷 などの実験条件

下 でしらべている。長年の研究 が認 め られ、依頼原稿、

国内外での シンポ ジウムでの発 表が相次 ぎ意気益々盛ん

である。向助手は持前の粘 り強 さを生か して交感神経終

末の小型小胞数の変化 を系統的 に追究中。 森沢助手は花

から花へとテーマは変わるが器用にこな し現 在は松果体細

胞 の微細構造 の日内 リズム を検索中。東崎事務官(旧 姓

菅沢)は タイプ、事務処理 また電顕写真の処理な ど実 に

沢山の仕事 を手際 よく処理 し、研究室の陰の功労者とし

て感謝 されている。三人ともハー ドワー クにもかかわら

ず容色少 しも衰えを見せ ない。私 は組織化学的 に松果体

細胞 の グリコゲ ンとその日内 リズムの調節機序 ・種差な

どの諸性質 を系統的に明 らかに してきた。また、電顕 ド

で松果体細 胞の穎粒小胞数 が従 来松果体ホルモ ンとも考

えられて きた メラ トニ ンとはパ ターンの異 なる、 グリコ

ゲン量 と同様の 日内 リズムを示す とい う重要発見に恵ま

れ、アメリカ解 剖学会に発表 して きた。Quay教 授 との協

同研究 では、交感神経副腎髄質系 とその 日内 リズム ・z

トレス反応 に及ぼす松果体の影響 を、髄質細胞 とそれへ

の コリン作働性神経終 末の微細構造 を指標 としてしらべ

てい るが、松果体除去によって リズムの パター ンが変化

す るとい う成績 を得て今後の発展が期待 されている。

最近 しばしば外国の研究 者達 によって我 々の論文が引

用 され るようにな り、松果体の形態学では 自他 ともに許

す国際的な研究室 となってきた。成果 を受け継 ぎ更 に発

展 させて くれる若い人達 の加入 を待って います。

(解剖学第一=講座 助教授)
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新 入生 合 同 グル ー プ研 修
昭 和53年 度新 入生 合同 グル ー プ研 修 は、好 天に恵 ま れ

た4月22日 、23日 の両 日、 第1学 年 学生98名 、 グル ー プ

担 任10名 、学 年 担 当 等 が参 加 し、 層雲 峡 温 泉ホ テ ル層 雲

に おい て行 わ れ ま した。

2台 のバ ス に分 乗 した参 加 者は 、 午後2時30分 に 会場

に到 着 し、 翌 日午 後3時 の帰 旭 まで 、隣 人紹 介 、 グルー

プ別 懇談 、懇 親 会 、講 演 、 レ クリ ェー シ ョン、 観 光 を通

して親睦 を深 め合 い ま した。

本研 修 は 、新 入生 諸 君 が 、一一日 も早 く豊 か な学園 生 活

を送 るこ とが で き るよ うに 、参 加 者相 互 の コ ミュニ ケー

シ ョンの 円滑 な進展 を図 る もの で す が、 ド記 ア ンケ ー ト

に 見 られ るよ うに 、概 ね 当初 の 目的 を達 成 したよ うです。

新入生合同グループ研修アンケー ト

グルー プ ・ク ラス の交流 が図 られ ま した か。

[図殉 延匿謳痙 ∵1
(学生課)

旭川ロータリークラフよりLL資 料受贈

この た び 、旭 川 ロー タ リー クラ ブよ り教 職 員 ・学生 用

の教 材 と して、LL資 料 「グロ リア ・ア ドバ ン ス ト英 会

話教 育 講座 」 が 本学 に寄贈 され た。 この 資料 は 、 世 界最

大 の教 育 図 書出 版 社 と して 、 各種 の 百科 事 典 ・美術 書 ・

科 学 書 等 を出版 してい る グロ リア社 よ り発行 され た もの

で 、 カセ ッ トテー プ62巻 、 テ キ ス ト7冊 、辞 典2冊 か ら

な って い る。

特 長 は 、 白習 に よっ て英 語 をマ ス ターす るた め の上 級

学 習 コー ス で、 テー プ を聞 い て い る う ちに 自然 に英 語 が

耳 に慣 れ るよ うに構成 され 、教 師 の 声 を学 習 者 が そ っ く

りまね て く り返 す 学 習法 と、教 師 の 質 問 に対 して学 習 者
、.

が答 える学習法 が基本 となっている。

(図書課)
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並 木 正 義

な に を書 いて も よい と い う条件 で この欄 を引 き受 けた。

窓外 の 本 来の 意味 も意 図 も私 は知 ら ない。 た だ文 字通 り

勝 手 に解釈 し、窓 外 の 欄 に ご窓 内こ を書 くこ とに した。

つ ま り旭川 医 大の 窓 内 に あ る身近 な事 柄 をい くつ か と り

あげ、 述べ て み よ うと思 う。 この よ うな こ とが小 誌 か ぐ

らお かに は欠 け てい るか らで ある。

一 大 学祭の 展示 と誤 字 一

まず これ につ い て、 あ ま り時期 遅 れに な らな い うちに

書い てお こ う,,

51年 の 大学 祭の 展 示 には15の 誤 字 があ った 。 それ が52

年 に は8つ 、/¥1年 は2つ に減 った。 結構 な こ とで あ り、

私 のil.意 を守 って くれ た こ と を嬉 し く思 う。

昨 年の 大学 祭の と きで あ る。 あ る グル ー プの学 生 が途

中 まで 酵いた 展示 の 紙 を持 って相 談 に来 た。 その紙 には

す で に3つ の 誤字 が あっ たDそ の と き私 は、 大学 祭 の展

示 に誤 字 だ けは 書 か ない よ うに、誤 字 の数 は その大 学 の

学 生 の レベ ル を示 す もの だ か ら と注 意 した。 そ して、 私

の サ イ ン入 りの 用字 用 語小 辞 典 をその グル ー プの学 生達

に贈 つた,,と も か く医 者 に な るもの は 誤 字 を書 か な い

よ うにつ とめ 、た え ず 辞 非 を ひ い て 正 しい字 を書 くこ

と、つ ま り正確 をきす とい う習慣 づ け が 医者 に とっ て き

わめ て重 要 で あ る旨 を話 した 。 そ れで も この 年 は 全体 と

して8つ の 誤 字 が あ った。 この こと が今 年の担 当学年 に

伝 わ っ て いた とみ え、 今 回は誤 字 が2つ と非 常 に減 少 し

た 。要 す る に心 が けれ ば で き る とい うこ とで あ る。

この小 辞 典 は 、52年 の正 月 に新 春 を期 して誤 字 を書 く

な とい う意 味 を含 めて 、教 室 員達 全 員 に贈 った もの で あ

る。60冊 ほ ど取 り寄 せ た の が少 し残 って い たの で 、 こ れ

を学生 に プ レゼ ン トした わけ で あ る。 と ころ が その後 、

各 学 年 か らサ イ ン入 りの辞 典 だ け も らい に くる学 生 が い

るた め 、 あ らた に また取 り寄 せ た。

医 者 には 紹 介 患 者 につ いて返 事 を書 く とい う仕 事 が あ

る。 こ の場 合 、偉 そ うな こ と を書 いて も誤 字 や 滑稽 な 当

て 字 が あ った り、 目上 の 人 に対 す る言 葉 の使 い方 も知 ら

ない よ うでは 、 は な しに な ら ない し、 は ず か しい 。 手紙

とい うもの は 、 そ の人 の知 識 ・教 養 ・人 間性 を よ くあ ら

わす もの であ る。 それ だ け に細 心 の注 意 をも って 書 か な

け れ ば な らない 。

今 の若 い人 は 、大 学 を出 て も 手紙 ひ とつ ろ くに書 け な

い とよ くい われ る。 先 日 もL特 急 に乗 り合せ た ど こか の

大 学 生 が、 座 席 につ くな り天 才 バ カ ボ ンとマ ー ガ レ ッ ト

とい う漫 画 の 本 を読 み だ した の をみ て、 な るほ ど 、これ

で は満 足 な手 紙 も書 け ない だ ろ うと思 った 。 しか し、 医

者 にな るもの は これで は困 るの で あ る。 手紙 く らい は 、

はず か し くな い もの を 書 け る よ うに なって ほ しい。 それ

に はふ だ ん か らの 心 が け が大 事 で あ る。す で に医者 に な

って い るもの は 、 さ らに厳 しい 自覚 が 必要 で あ る こ とは

言 うまで も ない 。

(内 科 学 第三 講座 教 授)
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